
HONDA S2000 （AP1） ECU側端子 
[HP5-3ベース] 
配線加工etcで特殊設定を行う場合、参照下さい。 

車両データの作成に関してはWEBSITEに掲載のAP1STARTDATAを 
F-CONVPRO本体に書き込み車両の特性に合わせ 
必ず現車合わせのセッティングを行って下さい。 

＊AP1STARTDATAはエンジンが始動できるだけの車両データと思って下さい。 

ベースデータ車両は市販ハイオクガソリンを使用した下記パーツ装着車両となります。 
予めご了承ください。 
 

装着パーツ 
■ステンレスEXマニホールド 
■スーパーサウンドマスターマフラー 
■M40Iスパークプラグ 

当資料はHONDA S2000（AP1）＝HP5-3ハーネス使用時のSTARTDATA作成時のポイント
解説となります。マップやパラメータ、データログ機能のご使用に関しては、 
別途FCONVPROver3,4マニュアルを参照下さい。 

HONDA S2000（AP1）STARTDATA説明書＝HP5-3ハーネス使用 



■ＡＰ１ＳＴＡＲＴＤＡＴＡご使用の前に・・・ 
ＡＰ１ＳＴＡＲＴＤＡＴＡではデータ作成時に下記の様なスロットルセンサ電圧の入力を行いました。 
必ず車両ＳＥＴＵＰを開始する前に、スロットルセンサ電圧の学習を行って下さい。 
①車両をイグニッションＯＮ状態にし、ＦＣＯＮの電源ＯＮの確認をして下さい。 
②通信→全データの書き込みにて「リンク状態」にして下さい。 
③パラメータ・入力設定「スロットル・アクセル」にてアクセルペダルを踏まずに①をＧＥＴ 
④同じくＯＰＥＮ側②をアクセルぺダルを全開にしてＧＥＴして下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤スロットル電圧学習が終わったら、「更新」or「OK」にて通常画面に戻って下さい 
 

① ② 

■エンジンチェックランプ対応 
特に次ページからのVTEC制御をF-
CONVPROで行う場合等、エンジン
チェックランプが点灯する時には右記の
配線加工を行う事で、ランプ消灯を作
成する事が可能です。 
 
＊尚、エンジンエラーコードの確認を行
う場合には当社「OB-LINK」にてコー
ド確認が可能となっております 

×切断後絶縁処理 

コンビネーションメータへ 



■V-TECコントロールについて 
STARTDATAに関しては、V-TEC制御を「ECU制御に依存」としましたが、F-CONVPROで制御を
行いたい場合は、下記の   部分端子の配線加工を行い制御して下さい。 

車両側配線（エンジン・スプールソレノイド）「端子47番使用例」 
出力設定スイッチHS内SW1PIN47にて「ハイカムHS」を設定し、ハイカム設定にてRPMと最低噴
射時間条件を設定して下さい。下記では4000RPM以上でVTECON。スロットルOFF後噴射時
間を4000μSEC以下になった場合、VTECOFFとなる設定です。車両に合わせSETUPを行って
下さい。 
 

×切断・絶縁処理 

↓次ページに続きます 

エンジン側スプールソレノイドへ 



キースイッチ信号認識「端子27番使用例」 
スイッチHS項目を使用する場合、入力設定
項目スイッチタブ内のOPTスイッチにキース
イッチ信号入力の設定を行う必要があります。
その際は記載の様にパラメータ設定と配線
設定を行って下さい。 
＊状態はプルアップのチェックは無く、
ON=HIGHとなります。 
 
 

メインリレーより12V電源 

配線設定 

６２or４９番端
子よりT字接続に
て12V電源を27
番端子に印可する
配線加工です。 



車両ＳＥＴＵＰに於けるポイント（Ｃ／Ｄ上に於ける車両ＳＥＴＵＰ・確認） 
■通常点火時期メインマップ 
 
F-CONIS・OBD2（K-LINE）情報を元に純正ECUの点火時期データをなるべく 
トレースしたマップ作成を行いました。 
2000RPM時に≒BTDC17度近辺を出力し、高回転・高負荷エリアにて≒BTDC30度 
付近を出力する事が解かり、それをなるべくトレースしたマッピングとなります。 
 
ＳＴＡＲＴＤＡＴＡは純正ノックセンサ信号からノック信号をオシロスコープにて 
確認し、その波形出力から車両保全の確認を行いました。 
 
車両個体差により当マップの数値は変更を要します。 
ノッキングに注意し、車両SETUPを進めて下さい。 
 
尚、エンジンレスポンスに影響を及ぼす、加速補正点火時期マップetcの項目は 
デフォルトデータとなります。車両特性を踏まえSETUPを行って下さい。 

アイドリング 

中回転エリア 

高回転高負荷 



■点火加速補正マップの適用 
当車両の場合、過度特性の入力があった場合、プレイグニッション傾向が強く見受けられました。 
従って、加速補正点火時期マップを活用し、プレイグニッション傾向の緩和に努めました。 
10度の遅角補正を1000MSEC行う仕様としました。 
SETUPを行う車両の特性に合わせ、現車合わせのセッティングを行って下さい。 



車両ＳＥＴＵＰに於けるポイント（Ｃ／Ｄ上に於ける車両ＳＥＴＵＰ・確認） 
 

■通常噴射時間メインマップ 
F-CONIS「Fメイン入力」情報を元に純正ECUの燃料噴射時間（補正込み） 
をなるべくトレースしたマップ作成を行いました。 
車両保全を鑑みた結果、2500RPM時に於ける燃料噴射時間が≒８4００μＳＥＣとなり、 
その後高負荷エリアで（ＲＥＶＬＩＭＩＴ寸前）≒１００００μＳＥＣ・ＯＶＥＲ 
である事が解かりました。 
 

高回転エリアでのインジェクタ開弁率は≒７４％以上となり、当たり前ですが、純正インジェクタの 
容量範囲内であることが解かりました。 
A/F計の数値が高回転高負荷エリアにて「≒１２．２」付近である事が解かりました。 
 

アイドリング 

中回転エリア 

高回転高負荷 

 
尚、エンジンレスポンスに影響を及ぼす、非同期噴射時間マップ・加速補正マップ（燃料補正） 
等の項目はデフォルトデータとなります。車両特性を踏まえSETUPを行って下さい。 
 

尚、純正インジェクタの無効噴射時間を踏まえ、当マップとする事で最低
保証時間を多めに設定し、その後は通常噴射時間で「合わせこむ」形
態としています。予めご了承ください。 
 燃料マッピング等の使用に関しては別途

FCONVPROver3,4マニュアルを参照下さい。 

★実際のエンジン側への燃料噴射時間出力は[無効噴射時間+（通常噴射時間×燃料補正値）の和]となります。ご注意下さい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■パラメータ 
純正圧力センサ信号処理として、右記の様に出力最大値を５０００mvとし、 
信号をニュートラル状態としました。もちろん過給機の装着を行ったり 
した場合は当項目の変更を行う必要があります。 

■回転燃料カットマップ 
純正触媒装着車両に於きましては、REVLIMITの決定を燃料カットにより行います。 
STARTDATAに於きましては、上記設定とする事で燃料カットショックの緩和を試みました。 
 
 

一部の競技用車両etcに於いて触媒装着の無い
車両に於いては点火カットによるREVLIMITの決定
を行う事も可能です。 
触媒装着車両で当機能を有効とすると未燃焼ガス
による触媒破損を引き起こし、エンジンへのダメージ
が懸念されますので、ご使用はお控え下さい。 

■始動時噴射時間マップ 
始動性の向上を目標に始動時噴射時間マップの数値変更を行いました。 
車両個体差によるモノと思われますが、始動性に不満の無いレベルであれば、 
新規作成時のデフォルトデータにてＳＥＴＵＰを進めて下さい。 
 
 

車両ＳＥＴＵＰに於けるポイント（各種設定項目etc） 

STARTDATA作成車両に於いてはエンジン始動性向上を鑑み、 
パラメータ燃料１タブ内１発目噴射時間項目の数値変更を 
行っています。始動性向上に変化が見受けられない場合は、 
新規作成時のデフォルトデータに変更を行って下さい。 



■スピードリミッターカット機能について  
HONDA・S2000（AP1）に於いては純正ECUが取り扱うECUスピードパルスが160パルスとなり、F-CONVPRO本体で取り扱う事が出来ません。 
よって、本来の信号入力・出力端子である、58番・45番には信号入力されておりません。 
しかしながら、純正ECUのスピードリミット作用は燃料カットのみで行っている為、F-CONVPRO装着にて180キロ以上の車速が可能となります。 
尚、当項目に於いてのフェイルセーフetcの車両不具合はありませんでした。 

■周波数入力値計算式 
 

F=N×SPD/5,6515 
 
 
 
 

F=周波数（HZ） 
N=車速パルス 
SPD=車速（KM/H） 


